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[1] 次の条件すべてを満たす関数 f, g の例を挙げよ．
(1) f ∈ L1(R).
(2) g ∈ L2(R).

(3)

∫ ∞

−∞
f(x− y)g(y) dy が可積分でない x が稠密に存在する．

[2] p, q ∈ (1,∞), 1/p+ 1/q = 1 とする．さらに f ∈ Lp(R)，g ∈ Lq(R)とする．
(1) f ∗ g(x) がすべての x で定義されることを示せ．
(2) f ∗ g(x) が連続であることを示せ．
(3) lim

|x|→∞
f ∗ g(x) = 0 であることを示せ．

[3] f ∈ C0(R) とする．∥f∥∞ = sup |f(x)| であることを示せ．

[4] p, q ∈ (1,∞), 1/p+1/q = 1とする．f ∈ Lp(X)に対し， sup
g∈Lq(X),∥g∥q≤1
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を求めよ．


